
第

十

七

停

妨
三
槻秦

本

篤

夫

奈

良

三

笠

山

火

山

の

地

質

緒
言

奈
良
の
名
山
と
し
て
古
凍
人
口
は
胎
釆
す
る

三
笠
山
は
其
の
商
に
頂
-
春
日
山
と
典
に
輝
石
紫
蘇
輝

石
安
山
岩
か
ら
成
る
塊
状
火
山
で
あ
る
O
三
豊
山
は

山

名
轍
輩
出
と
も
呼
ば
れ
､
春
日
山
は
御
意
川
と
も
言
以

又
本
宮
津
へ
浮
雲
峰
の
異
名
を
79
有
す
る
｡
誠
に
三
笠

山
火
山
と
紙
和
す
NP
は
本
雄
の
三
笠
川
を
中
心
と
し
て

前
記
春
日
山
を
初
め
東
西
二
･
五
粁
'
南
北
三
肝
の
間

は
分
布
す
る
同
種
安
山
岩
よ
ら
成
る
小
聞
損
丘
群
む
指

す
も
の
と
す
る
｡

三
笠
山
火
山
は
大
和
盆
地
の
北
東
隅
に
近
-
花
崩
片

麻
岩
山
地
の
西
縁
に
暁
起
し
た
火
山
で
斜
方
輝
石
を
含

ひ
h
t以
て
特
徴
と
す
る
湖
月
内
火
山
岩
帯
の
一
員
で
あ

る
｡
最
高
鮎
三
八
日
米
､
附
近
の
低
地
数
枚
-
rJ
と
僅

か
に
二
C
O
米
内
外
は
過
ぎ
を
い
小
剛
頂
点
の
基
倉
で

あ
る
が

､
嘗
都
に
近
-
此
種
火
山
岩
に
仲
村
の
弧
御
衣

山
容
堅
不
す
に
依
っ
て
殊
に
人
目
h
L引
-
O

本
稿
は
火
山
四
近
の
地
質
に
閥
し
て
野
外
に
於
け
る

観
察
事
項
を
王
と
し
て
誌
る
し
岩
石

撃的
記
述
は
其
の

概
嬰
に
留
め
た
｡

火
山
の
地
形

三
笠
山
火
山
附
妃
に
分
布
す
る
花
園

片
麻
岩
地
は
南
東
部
花
山
(
四
九
七
･
-1
来
)
の
高
所
を

中
心
と
し
て
聞
及
び
北
に
傾
斜
し
表
面
は
放
射
状
の
谷

は
依
っ
て
彫
刻
ru
れ
て
ゐ
る
｡
三
笠
山
(
三
四

∵
八
東
)

及
び
春
日
山
(
二
八
二
･六
米
)
の
火
丘
は
主
と
し
三
別

記
片
麻
岩
よ
-
成
る
基
盤
の
閣
及
び
北
斜
向
上
に
坐
し

従
っ
て
東
部
に
延
長
し
た
熔
岩
は
其
の
厚
.r
uが
薄
い
に

も
拘
ら
ず
此
蛭
的
高
位
置
を
占
め
る
｡
三
笠
山
と
春
日

川
は
主
在
る
囲
頂
火
丘
で
就
中
春
日
山
は
模
式
的
の
小

-
ロ
イ
デ
の
形
状
堅
ボ
し
て
ゐ
る
が
之
に
反
し
て
三
笠

山
は
粗
雑
郊
な
形
状
を
有
し
､
頂
上
部
か
ら
南
関
の
斜
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｣岨

小水

節
十
七

徐

面
は
放
て
等
高
線
三
c
c
莱
附
妃
と
二
六

C
永

附
妃
と

は
著
し
い
中
州
面

を
静
め
る
こ
と
が
相
楽

る
｡
卒
川
面

の
両
側
に
は
戯

い
谷
が
あ
っ
て
地
形
上
二
つ
の
著
し

い

振
れ
を
作
-
､
張
れ
ほ
依
っ
て
所
謂
三
茄
の
形
状
を
量

す
る
.
此
等
の
谷
は
何
れ
も
園
牡
を
帯
び
た
戯

い
谷
で

浸
蝕
に
依
っ
て
出
水
LJt所
謂
放
射
谷
で
な
-
て
曲
別
性

に
富
ん
だ
熔
岩
の
流
出
の
仕
方
に
避
因
す
る
原
地
形
に

近

い

も
ので
あ
る
｡
即
ち
三
笠
山
は
三
回
の
主
な
る
熔

岩
の
流
出
に
依
っ
て
刷
凍
ね
も
の
と
恩
は
れ
る
｡
三
笠

机
こ
韮
目
を
小
心
と
し
て
北
徴
西
'
前
徴
束
の
線
上
に

於
て
南
方
延
長
上
に
は
春
日
山
が
在
-
､
北
方
延
長
上

に
は
三
箇
の
小
圃
頂
丘
が
准
る
｡
三
笠
両
頂
上
の
東
方

に
は
壁
頂
の
小
火
丘
が
あ
ら
北
東
､
南
西
の
方
向
に
延

び
最
高
鮎
三
八

〇
二
ハ
米
の
高
江1i
を
有
す
る
｡
三
笠
川

頂
上
か
ら
正
牝

に
潜
っ
て
佐
保
川
上
流
の
谷
は
近
-
磯

圏
の
綬
斜
面
上
に
莱
し

い
一
小
突
題
が
目
に
つ
-
｡
走

れ
飯
盛
両
(
二
三
三

二
二
米
)
の
小
熔
岩
丘
で
あ
る
｡

三
笠
川
と
春
日
E
の
間
を
流
れ
る
水
谷
川
は
上
流
片

麻
岩
地
に
放
て
は
葉
状
の
蛮

い
谷
HLJ作
-
熔
岩
は
依
っ

て
占
め
ら
れて
る
北
ハの
出
目
は
狭

い
0

節
三

船

Tu

(

六

〇

碁
盤
の
地
質

火
山
岩
の
基
舘
を
成
す
主
を
岩
石
は

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

北
開
片
麻
岩
と
挽
圏
と
疑
衣
岩
で
あ
る
｡
花
繭
片
麻
岩

は
三
笠
山
春
日
山
の
東
部
か
ら
南
部
は
朗

-
分
布
し
火

山
附
鑑
の
比
較
的
狭

い
匿
域
内
に
於
で
も
局
部
的
は
種

々
の
英
和
を

印
し
､
水
谷
川
の
淡
谷
は
露
出
す
る
畠

は
iE
北
五
〇
皮
に
傾
斜
す
る
明
瞭
な
井
糊
新
二
不
す
部
分

が
あ
る
｡
厚
n
数
邦
の
黒
白
碑
交
互
L
t
石
英
長
石
よ
か

成
る
白
帯
は
時
と
し
て
厚
さ
二
～
三
糖
長
r
u五
-
六
糎

の
レ
ン
ズ
状
の
膨
ら
み
堅

ホ
し
多
少
眼
球
片
麻
岩
様
の

観
数
量
す
る
部
分
も
あ
-
撤
滴
板
片
柳
が
木
理
鹿
は
著

し
-
摺
曲
す
る
部
分
も
あ
る
｡
.鹿

寒
川
上
流
の
瀧
坂
附

近
で
は
片
珊
面
は
北
六

〇
鹿
西
又
は
北
三
〇
度
兼
の
走

向
を
有
し
北
東
又
は
北
西
に
傾
斜
す
る
｡
此
の
附
近
で

は
多
最
の
貴
雲
母
角
閃
石
を
含
む
黒
色
片
岩
様
の
部
分

を
挟
む
3
妙
見
堂
南
方
の
谷
底
で
は
幅
二
i

二
光
､長
r
u

約
三
〇
米
の
諸
色
安
山
岩
岩
脈
(
走
向
北
四
〇
鹿
西
)
紘

依
っ
て
横
切
ら
れ
る
｡
此
の
岩
脈
は
石
英
､
酸
性
斜
長

石
の
他
は
多
畳
の
楯
樽
石
と
輝
石
と
む
含

む
特
典
岩
石

で
あ
る
0
倍

ノ
瀧
に
近
さ
方
面
に
於
け
る
岩
石
は
片
理

ヽ
ヽ

む

示
ruず
に
盆
-
花
輔
川前
質
で
拓
瑠
石
を
含
有
す
る
O



機
暦

は
載
尚
片

麻
岩
を
被
S
火
山
の
北
側
月
ノ
潮

租
道
に
而
す
る
方
面

は
放
-
分
布
し
接
々
安
山
岩
の
基

部
は
露
は
れ
､
水
谷
川
谷
底
､
春
日
出
南
方
市

ノ
井
附
近

花
山
商
東
方
等
ほ
も
見
ら
れ
る
｡
主
と
し
て
角
岩
哲

石

等
の
古
庄
暦
岩
石
の
瓦
大
乃
至
拳
大
時
に
人
頭
大
の
圃

磯
よ
り
成
-
花
園
岩
磯
と
粗
粒
の
花
園
砂
計
r79
交

へ
る

北
方
に
於
け
る
も
の
は
多
-
粗
整
で
あ
る
が
三
笠
山
頂

上
南
側
の
谷
に
於
け
る
も
の
は
磯
岩
様
に
欄
間
砧
す
る

ヽ
ヽ
ヽ

凝
次
岩

は
極
め
て
狭
小
夜
分
布
を
有
す
る
に
過
ぎ

ず
主
な
る
露
出
地
は
三
笠
山
の
商
兼
側
と
春
日
山
東
側

と
で
あ
る
｡
三
笠
山
頂
上
の
南
側
に
於
け
る
も
の
は
厚

さ

一
〇
米
許
-
の
露
出
社
有
し
上
部
は
白
色
の
軽
さ
火

山
衣

(検
鈷
す
る
に
多
盤
の
吸
璃
'
少
蓋
の
長
石

破
片

よ
-
成
る
)'
下
部
は
白
色
浮
石
質
泥
岩
城
の
岩
層
は
し

て
植
物
の
破
片
h
含

む
｡
別
か
夜
暦
理
MLJ有
し
走
向
北

五
C
鹿
来
'
北
西
に
三
二
度
の
傾
斜
を
有
す
る
｡
此
の

部
分
で
凝
友
岩
層
の
下
に
は
直
ち
に
欄
間
循
し
た
磯
暦

が
露
出
す
る
水
谷
川
の
谷
底
に
於
け
る
も
の
は
褐
色
又

は
白
衣
色
の
交
刺
せ
る
も
の
で
柿
にこ
貴
曜
石
小
片
､
花

的
岩
片
､
i;
生
層
岩
の
小
磯
'
及
び
安
山
岩
片

(
比
の

奈
良
三
波
山
火
山
の
地
質

安
山
岩
は
三
笠
叫
に
朗
-
分
布
す
る
7P
の
と
異
-
玄
武

角
閃
石
を
多
党
に
有
す
る
角
閃
石
紫
蘇
輝
石
安
川
岩
で

あ
る
)
HlJ包
有
す
る
｡

一
部
明
瞭
な
僚
理
を
有
し
走
向

北

一
二
鹿
西
p
傾
斜
西
六
〇
度
を

ホ
す
｡

一
部
砂
貿
凝

灰
岩
に
移
化
し
熔
岩
に
楼
鳩
す
る
附
近
で
は
著
し
-
硬

化
し
硯
砂
岩
様
の
観
を
量
す
る
も
の
が
あ
る
｡
此
の
砂

質
凝
灰
岩
は
槍
鋸
す
る
は
多
量
の
斜
長
石
紫
蘇
輝
石
角

閃
石
及
び
牧
粥
等
の
安
山
岩
貿
物
質
の
外
に
石
英
正
長

石
等
の
花
園
岩
質
物
質
を
79
有
す
る
｡

春
日
山
南
東
側
は"
於
て
は
凝
衣
岩
は
大
杉
'
垢
幅
苗

附
鑑
に
鞘
頗
-
鋸
旧
し
主
と
し
て
洋
石
質
泥
岩
撲
で
あ

る
が

一
部
花
園
砂
岩
磐
に
移
化
せ
る
部
分
も
あ
る
｡
凝

双
岩
の
下
部
に
は
箪
雲
母
石
英
を
多
畳
は
有
す
る
流
紋

岩
磐
鎗
次
岩
が
あ

る
0
流
紋
岩
贋
凝
衣
岩
は
韮
山
南
米

方
の
高
山
醐
斬
附
鑑
は
柑
々
戯
-
露
出
し
'
長
村
の
衆

く
高
楼
士
化
し
火
花
南
贋
の
砂
唐
な
る
か
の
疑
以
も
あ

る
が
肉
眼
的
ほ
多
少
結
晶
面
を
有
す
る
丸
味
あ
る
石
英

む
多
食
に
有
す
る
事
'
薄
片
と
し
て
槍
鋸
す
る
に
石
英

は
結
晶
面
を
有
す
る
外
は
岩
壁
融
蝕
に
よ
る
丸
味
あ
る

凹
人
形
輸
廓
を
有
す
る
も
の
多
-
雲
母
に
は
多
色
性

ハ

三

九

六

1



地

球

節
十
七
懲

p
を
有
す
る
包
嘉
物
を
き
rJ
と
等
は
依
っ
て
流
紋
岩
質

の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
｡
長
石
は
極
め
て
柿
､
正
長
石

斜
長
石
雨
着
が
あ
る

(
此
の
附
近
の
片
麻
岩
中
の
雲
母

は
多
色
性

小
甘
を
有
す
る
包
裏
物
に
富

む
O
此
種
の
79

の
は
時
代
の
新
し
い
晴
山
岩
中
に
見
在
い
の
が

一
般
で

あ
る
)
三
笠
山
火
山
の
構
也氾
'
熔
岩
の
分
布
及
び
峯
の
性
質

三
笠
山
火
山
は
多
-
の
小
熔
岩
丘
か
ら
成
る
｡
熔
岩
は

一
部
灘
暦
を
戴
け
る
花
崩
片
麻
岩
山
地
の
西
斜
面
上
に

流
出
し
た
も
の
で
､
北
徹
西
及
び
北
約
六
〇
庇
東
の
構

造
線
は
桁
つ
LJ数
個
の
活
動
小
中
心
が
あ

っ
LJ
｡
熔
岩

は
甫
接
片
麻
岩
上
に
乗
る
部
と
片
麻
岩
上
の
融
膳
に
乗

･

る
部
分
と
虹
に
磯
圏
上
の
凝
灰
岩
静
の
上
は
来
れ
る
部

分
と
が
あ
る
｡
三
笠
山
春
日
出
問
の
水
谷
川
の
摸
谷
底

を
柳
れ
ば
安
山
岩
と
基
盤
地
質
Iu
の
闘
係
を
観
察
す
る

ほ
政
も
良

い
｡
二
月
堂
方
面
か
ら
凍
る
道
路
が
此
の
谷

に
入
る
附
近
か
ら
東
方
は
熔
岩
の
露
出
が
あ
り
粟
す
る

に
従
っ
て
順
次
下
部
の
産
衣
岩
'
磯
暦
､
片
麻
岩
が
現

は
れ
で
氷
る
｡
三
笠
山
頂
上
南
側
に
於
で
も
同
様
の
順

序
に
露
出
を
見
る
非
が
出
来
る
｡
熔
岩
丘
の
小
な
る
79

第
三
批

三

〇

六

二

の
は
嘱

一
同
の
熔
岩
流
出
ほ
依
っ
て
成
っ
た
も
の
ら
し

い
が
三
笠
出
の
部
分
で
は
噴
出
の
中
心
が
商
閥
か
ら
北

東
に
移
動
し
三

二
餌
の
描
卒
熔
岩
丘
が
葦
瓦
状
は
果
精

せ
る
も
の
と
瓜
は
れ
る
｡
但
し
熔
岩
の
牲
貿
は
肉
眼
的

ほ
も
園
赦
鋸
的
ほ
も
各
部
会
-
置
別
が
在
-
野
外
は
新

で
前
後
の
熔
岩
の
境
鼎
を
定
め
る
罫
は
困
難
で
､
地
形

から
推
察
す
る
他
な

い
｡
只
三
笠
山
頂
上
の
北
東
方
で

凶
0
0
米
等
高
線
は
替
る
附
近
ほ
熔
岩
に
来
春
す
る
少

許

の
凝
次
岩
を
見
る
は
熔
岩
流
出
が

一
同
で
終
ら
な
か

っ
た
こ
と
の
礎
櫨
で
あ
る
｡
三
笠
山
頂
よ
-
北
西
の
方

向
に
並
ぶ
小
圃
墳
丘
群
は
叉
別
個
の
噴
出
中
心
を
有
す

る
も
の
J
如
-
､
敢
北
二

山
七

･
立
米
丘
に
は
北
八
〇

度
粟
の
方
向
を
有
す
る
数
本
の
著
し
い
地
割
が
あ
か
､

略
此
地
方
の
渦
線
の
方
向
堅
ボ
す
も
の
J
様
で
あ
る
｡

或
も
の
は
裂
隙
の
帽

一
〇
米
は
及
び
､
叉
北
側
が
約
五

米
落
下
せ
る
も
の
が
あ
る

(
此
の
地
割
は
十
数
年
前
に

起
っ
た
79
の
で
現
在
は
安
定
し
て
ゐ
る
)
｡
三
笠
山
頂

ラE
北
に
あ
る
飯
鳩
山
は
磯
厨
の

上
に
乗
る
同
欄
の
安
山

岩
よ
-
成
-,l
椀
立
の
噴
出
小
中
心
を
有
す
る
も
の
'
三

笠
山
東
方
の
双
償
丘
は
片
麻
岩
放
び
魂
圏
の
卜
に
乗
る



安
山
岩
か
ら
成
-
兄
は
此
の
兼
方
に
分
離
し
て
春
す
る

小
低
域
の
同
種
岩
石
J
J
北
ハほ
弼
立
の

一
暁
出
中
心
社
有

す
る
も
の
J
如
-

で

あ

る
｡

春
日
山
は
東
側
は
於
で

磯
厨
と
此
の
上
の
凝
衣
岩
層
と
の
上
に
乗
り
北
兼
側
に

於
で

一
部
片
肺
岩
上
は
直
接
す
る
単
純
夜
熔
岩
丘
で
あ

る
○以
上
各
部
は
於
け
る
熔
岩
の
性
質
は
肉
眼
的
に
殆
ど

何
れ
も
同
種
類
の
も
の
で
顕
微
鏡
に
依
る
79
成
分
焼
物

構
造
の
上
に
著
し

い
鼻
化
を
謎
め
を

5,.
唯
石
基
と
斑

晶
と
の
畳
に
於
で
局
部
的
に
多
少
の
異
同
は
あ
る
｡
但

し
三
笠
山

一
式
日
の
南
側
斜
面
の
熔
岩
基
部
は
近

い
珊

蛮

い
範
囲
と
三
笠
山
頂
上
東
側
の
中
州
面

の

.L
部
と
は

於
で
肉
眼
的
ほ
著
し
-
酒
場
質
石
基
を
有
す
る
熔
岩
が

分
布
す
る
｡
此
等
に
於
で
も
顕
微
視
下
で
見
る
時
は
成

分
鶴
物
は

一
般
の
も
の
と
興
ら
ず
石
基
が
極
め
て
微
細

結
晶
質
と
な
れ
る
ほ
過
ぎ
ず

(
.1
部
石
基
に
多
少
の
改

構
を
有
す
る
も
の
79
あ
る
)
､
同
種
熔
岩
の
急
冷
せ
る

も
の
に
他
な
ら
伯
｡

鋸
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
の
好
鰐
出
を
見
る
細
分
は
水

谷
州
瑛
谷
底
及
び
三
笠
山
二
三
韮
日
の
中

間
南
側
の
谷

奈
良
三
雅
山
火
山
の
地
粥

の
閤
蛇
で
あ
る
｡
二
月
堂
北
方
の
渓
谷
ー
;
mt
西
方
の

丘
上
等
に
も
露
出
を
見
る
が
多
-
風
化
し
て
ゐ
る
.
化

の
他
の
部
分
で
は
好
露
出
は
極
め
て
稀
で
あ
る
が
地
表

は
散
乱
せ
る
岩
片
か
ら
新
鮮
夜
標

晶を
得
ら
れ
る
場
所

は
多

い
｡

･

熔
岩
は
両

側
机
渡
部
に
放
て
ば
崩
積
層
に
被
裡
ruれ

る
｡
此
の
層
は
前
･F=
磯
厨
か
ら
凍
る
古
庄
暦
岩
石
の
圃

磯
載
梅
岩
磯
の
外
は
安
山
岩
磯
4<LJ多
鹿
に
有
す
る
不
規

則
基
梢
物
で
圏
を
成
さ
な

い
｡
公
食
堂
東
方
約
三
〇
〇

米
水
谷
橋
附
鑑
の
谷
壁
で
其
の
断
面

を
見
る
事
が

出
来

る
｡
此
塵
に
は
楯
憤
石
粗
粒
玄
武
岩
の
角
磯
乾
杯
に
有

す
る
｡
大
仰
殿
附
近
の
小
演
中
に
は
此
暦
の
下
部
に
細

磯
を
父
ふ
る
褐
色
砂
暦
が
あ
-
正
倉
院
前
の
貯
水
池
工

事
中
の
所
見
は
依
れ
ば
下
部
に
練
炎
色
粘
土
層
が
あ
る

火
山
岩
の
性
質

輝
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩

三
笠
机

頂
上
部
に
は
岩
石
の
露
出
が
在

い
が
附
近
に
多
量
の
岩

塊
が
あ
る
､
岩
魂
の
表
面
は
濃
褐
色
に
風
化
し
て
ゐ
る

が
内
部
は
新
鮮
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

肉
眼
的
性
質

黒
衣
色
撤
密
.
長
石
斑
晶
は
種

一
粍

以
下
の
卓
状
叉
は
短
杖
状
の
753
の
極
め
て
多
畳
は
あ
わ

∴
三
1

六三



地

球

節

十

七

懲

壁
間
耐
の
為
に
岩
石
に
光
雄
を
典

へ
著
し
-
鮎
晶
質
の

組
を
葦
す
る
｡
輝
石
は
略
表
色
石
基
坤
に
不
分
明
な
小

黒
斑
と
し
て
多
最
に
含
ま
れ
る
｡
柿
に
長
n
四
粗
は
嘩

す
る
漆
黒
色
光
輝
あ
る
角
閃
石
斑
晶
h
t有
し
虹
は
稀
に

無
色
透
明
の
石
基
捕
獲
晶
が
検
出

ー
さ
れ
る
｡
石
基
は
肉

眼
的
リ
ソ
イ
ガ
ル
の
祝
む
量
し
柿
は
種
五
粍
内
外
の
不

規
則
形
多
少
濃
色

の
ゼ
ノ
-
ス
塊
を
見
る
こ
と
が
あ
る

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

拍
徴
現
的
性
質

石
基
と
各
斑
晶
と
の
容
量
此
は
的

次
の
如
-
で
あ
る
｡
市
進
六
五
･七
七
斜
長
石
二
二
二

輝
石

(
御
方
及
び
箪
斜
)

山
三
二
二
㌧
磁
銭
錬
C
･七
%

(
ロ
ジ
ワ

ル
法
に
依
-
測
定
)
｡

斜
長
石
は
最
大
種
約

三
邦
､

普
通
C
∴
ニ
ー

〇

･六
種
､
自
形
又
は
半
白
形
尊

状
及
び
無
粧
状
p
ア
ル

.I,l
イ
ト
壁
晶
は

7
舷
は
幅
の
蛮

い
韮
片
を
繰
り
返
す
.

帯
状
構
造
普
通
.
時
は
十
数
筒

の
帯
が
明
か
な
境
む
有
し
､
酸
性
と
韮
性
の
昔
が
交
互

す
る
も
の
が
:,SLる
｡
成
分
ラ
ブ
ラ
ド
ラ
イ
ト
｡

榊
折
坤

n
J/
=
).566
-
)･571,m
p
､
=
1.･560
--
).565

‥･A
n,7
0-

A
n
T.,

一

脚地
角

(
0
1
0

に
略
.i
行
な
細
片
h

n
Z)'
.ノ
0
01
)
2
3
0
-

2
9
.

‥
A
7tr.O
～

A
n
TE)

節
三
娩

三
二

六

川

紫
蘇
輝
石
は
幅
〇
二

-
〇
･二
㌧
長
ru〇
･五

ト
㌻

○
粕
の
も
の
多
-
､
自
形
h
l有
し
1
0
0.
010
の

他
1

01

00
1
両
も
良
-
聴
連
す
る
｡
横
断
面
は

正
方
形
に
近

い

も
の
が
多

い
｡
多
色
性
相
聞
｡
n
g=

落
第
(
噛
4'童
希

薄
脚
)
､n
,nI
落
潮
幕
仲
,
n,,
-

落
第
琳
浄

光
撃
性
負

胆

斜
輝
石
は
含
有
盈
少
-
斜

方
輝
石
の
草
分
以
下
､

大
な
る
も
の
は
長

種
-3
灘
に
及
び
多
-
地
形
｡
淡
純
色

多
色
性
極
め
て
軽

微
､
n
J)=
騒
鞍
伸
､

ぜ
=
覇
薄
謝
箔

鞍
匝

C>
･n
i,-
4
1｡
光
単
性
負
｡
紫
蘇
輝
石

の
外
縁
部
を

囲
ん
で
外
套
状

を
成
す
も
の
あ
-
､
屡
々
繊
維
状
物
質

(
メ
ス
タ
イ
ト
)
に
担
質
し
斜
方
輝
石
よ
-
79
時
に
鼻
肇

の
度
が
著
し

い
｡
外
套
状
の
畢
斜
輝
石
の
み
が
繊
維
状

は
塵
質
し
て
内
部
の
紫
蘇
輝
石
が
新
鮮
は
残
れ
る
79
の

が
あ
る
｡
嗣
獅
石
と
も
包
事
物
と
し
て
磁
裁
鋸
'
燐
次

石
女
有
す
る
｡
州叫
斜
輝
石
の
晶
出
は
常
に
斜
方
輝
石
よ

-
も
後
期
で
あ
る
｡

角
閃
石
は
肉
眼
的

亙
斑
晶
と
し
て
柿
は
含
ま
る
!
も

の
で

一
岩
石
薄
片
申
i=(
一
鮪
を
見

出
す
ほ
過
ぎ
を
い
帯

皮
で
あ
る
｡
骨
に
蛮

い
反
磯
雄

を

有
し
中
火
に
僅
か
は

原
鋸
物
を
残
す
79
の
､
全
-
原
鶴
物
を
留
め
を

い
も
の



も
あ
る
O

不
規
則
形
薫
縁
を
有
し
其
の
外
側
に
紫
蘇
輝

石
､
斜
長
石
磁
餓
鶴
牧
の
基
食
物
を
コ
ロ
ナ
状
に
有
す

る
79
の
が
あ
る
0
褐
色
の
玄
武
角
閃
石
に
属
し
多
色
性

が
著
し
い
｡

7%p
-
簿
湘
宗
B
,
.

A
"L=
湘
宗

申

ng
=軸
凝
伊

東
gTT倣
(培

詔
Ji･ト
)

77/fJ
r∬
)
･69
4,

np
､∬
)
･67
7
･

ポ

英

は

明

か
に

捕

獲

晶
で
極
め
て
稀
に
見
出
ruれ
る

に
過
ぎ
な

い
｡
岩
粟
融
蝕
を
受
け
反
腰
練
を
有
す
る
｡

微
細
の
包
裏
物
に
富
み
洞
濁
し
て
ゐ
る
｡

石
基
は
斜
長
が
輝
石
磁
餓
躯
よ
-
成
る
｡

斜
長
石
は

〇
･
〇
三
種
以
下
の
別
状
結
晶
の
外
に
他
の
結
晶
の
間

隙
を
充
せ
る
も
の
が
あ
-
十
字

ニ
コ
ル
間
に
不
分
明
な

形
状
を
不
す
い
鞘
石
は
〇
･
〇
二
粍
以
下
の
短

い
棒
状

結
晶
を
成
し
壁
質
せ
る
も
の
が
多

い
｡
斜
方
輝
石
は
有

蓋
中
は
無

い
磁
餓
鮎
は
微
粒
を
成
す
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

化
撃
成
分

次
に
化
撃
分
析
表
を
掲
げ
る

(
京
大
助

手
牛
島
梅
吉
氏
分
析
､
大
正
十

1
年
)

此
の
分
析
に
伏
し
た

概
=

M
は
大

正
十
一.中
朝
桐
山
教
授
が
抑
鵜
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
数
･.G
l火
災

の
際
に
資
料
散
逸
し
今
舵
柵
な
探
弼
佃
俳

が
不
明
で
あ
る
O
蝕
し
三
先
山
二
式
日
附
妃
で
あ
る
印
は
柵
竹
で
あ
る

奈
･4
三
先
-;
火
山
の
地
坪

経

っ
て
以
上
糾
糖
鎖
的
恥
部
を
詑
城
し
た
梯
日
脚
と
耕
地
す
る
が
同

]
物

と
紬
仙
め
て
も
火
な
る
湘
-
が
な
い
｡

9
r
J6
6
7
9U
O
Cq
4

ウ
リ
2
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9

9
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英
石
石
石
鎌
石
市

長
長
孟

粍
榊

不
北
呼
次
磁
溶
紫

角
閃

石
紫
蘇
輝
石
安
山

岩

水

谷
川
谷
底
の
凝
次
岩

中
に
包
ま
れ
た
岩
井
で
あ
る
｡
熔
岩
流
の
露
出
は
凝
旦

ruれ
な

い
｡
肉
眼
的
性
質
は
前
者
と
大
差
が
な

い
O
容

量
比
､
石
基
六
二
三

､
斜
長
石
(
斑
晶
､
以
下
同
)
二

〇
｡
〇
､
紫
蘇
輝
石
及
び
輝
石
九
･人
､
角
閃
石
七
｡
七

磁
銭
鋭

〇
三

%

(
ヮ
',rh
ブ
ル
法
に

依
～,>
測
定
)｡
斜
長

石
は
001壁
開
片
に
於
け
る
屈

折
率

n
pr∬

1･57
1･
角
閃

石
は
自
形
多
少
丸
味
を
帯
び
薄

さ
反
塵
紙
を
有
す
る
褐

色
玄
武
角
閃
石
｡
斑
晶
輝
石
は
大
部
紫
蘇
輝
石
で
畢
斜

輝
石
は
極
め
て
少
最
｡
石
基
は
微
細
を
フ
ェ
ル
ト
棟
構

造
､
刑
状
長
石
と
輝
石
粒
か
ら
成
る
｡

轍
梅
石
租
粒
玄
武
岩

水
谷
橋
附
近
の
嗣
精
圏
中
か

ら
採
集
し
た
岩
片
で
あ
る
J3
露
頭
不
明
0
衣
黒
色
肉
眼

三
.三

六

尤



地

球

約

十
七
容

的
潜
晶
質
石
基
中
は
混
雑
五
縄
位
の
斜
長
石
斑
晶
を
多

義
に
有
す
る
｡
槍
厘
す
る
は
斜
長
石
､
普
通
輝
石
､
楯

臆
石
の
斑
晶
は
富
み
､
斜
長
石
は
成
分

A
n
:I)
は
相
皆

す
る

(
周
折
率

〔00
品

"開
片
上
j
n
yr=
i,･57
5,

np
l=
1･5
7
0)
∪
輝
石
は
淡
純
色
地
形
.
種

一
粍
内

外
｡

C>
n
y∬
33｡
柵
焼
石
は
輝
石
斑
晶
と
略
々
等
灘
､
自
形

質
約

三
豊
山
火
山
は
大
和
盆
地
東
練
を
劃
す
る
南

北
の
構
造
線
上
は
喧
起
し
た
小
火
川
で
数
個
の
小
熔
岩

丘
の
基
和
し
た
79
の
で
岩
男
は
各
部
殆
ど

一
躍
の
輝
石

紫
蘇
輝
石
安
山
岩
か
ら
成
る
｡
噴
出
の
時
期
は
薦
洪
瑚

世
以
後

(
中
村
教
授
､
京
都
大
阪
奈
良
卯
月
四
近
地
質

問
説
明
文
､
地
球
節
八
巻
些

二
貫
)
で
あ
る
｡
噴
出
は

少
許
の
爆
輩
を
以
て
始
ま
-
､
清
動
の
常
初
は
熔
岩
の

性
質
は
角
閑
石
紫
蘇
雅
石
安
山
岩
で
あ
っ
た
が
此
種
の

熔
岩
は
多
最
に
流
用
さ
れ
ず
､
岩
膳
は
間
も
夜
-
多
発

の
角
閃
石
の
晶
出
を
許
さ
な

い
物
糊
的
状
況
下
に
入
-

主
在
る
輝
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
を
流
出
せ
し
め
る
ほ
到

っ
た
O
熔
岩
は
比
較
的
知
期
間
に
流
出
し
た
も
の
で
あ

る
が
其
の
囲
多
少
の
滑
走
が
あ
っ
て
少
-
も
二
乃
至
三

鮮
三
舵

二言

六

･:(

回
は
亙
っ
て
流
出
を
見
た
O

中
部
近
畿
の
地
に
類
似
火
山
岩
よ
り
成
る
小
火
丘
は

二
上
山
を
初
め
と
し
て
生
駒
山
脈
上
の
壁
駒
山
蟹
山
寺

め
-
,/
ド
-
一ハ･t

儒
簸
川
､
膳

多

足

畑

北
方
の
二
小
丘

(
ド
p
コ
p
及
び

-
メ
ソ
シ
ヨ
)河
内
の
森
川
､
和
泉
の
銅
山
等
が
あ
か
､

碇
は
梅
津
甲
山
も
此
に
粕
す
る
｡
三
笠
山
火
山
を
初
め

此
等
小
火
丘
を
構
成
す
る
熔
岩
の
絶
て
が
金
-
同
種
類

の
も
の
で
は
な

い
が
､多
-
花
園

岩
.
片
麻
岩
(
時
lこ
閑

純
岩
'
凍
暦
)
の
上
に
坐
し
､
岩
石
撃
上
共
通
の
性
質

と
し
て
斜
方
輝
石
を
含
み
優
々
基
盤
の
花
楠
岩
男
岩
石

よ
-
来
る
と
m
心
は
れ
る
石
英
､
長
石
の
捕
獲
品
を
有
す

る
部
は
注
意
す
べ

き
訴
賓
で
あ
っ
て
､
此
等
熔
岩
の
成

分
が
基
盤
岩
石
の

同
化
作
用
に
よ
っ
て
影
響
n
れ
た
鮎

が
少
く
な

い
事
が
考

へ
ら
れ
る
｡
奈
良
妙
見
堂
南
方
の

片
麻
岩
中
は
､
酸
性
斜
長
石

(A
n
Sか)
及
び
石
英
と
典

に
多
量
の
柑
焼
石
を
含
有
す
る
岩
脈
の
存
在
す
る
罫
は

(
此
の
岩
石
の
岩
石
撃
的
記
載
は
本
稿
に
は
省
略
)
此

の
同
化
作
州
の

一
過
程
を

不
す
も
の
と
し

て岩
石
撃
的

に
興
味
が
あ
る
0


